Osaka Foundation of International Exchange News 202GEYE 15H%T

OFXAK* v 54—
RIERA

FEERFFABEDRELICOWVT

EEABEAOEMICHEV. ABEICETA-2—X%HICTAMAENEZ £ L1, EBEIE
WEIhH. &Ek;bk*@ggﬁﬁﬁéﬂEA%&bnijo_wlﬁﬁk\m ht%ﬁ@g
BHEICOWVWT, WO Yo7y TLTHFE LT

B XEOHERE
BE =1 =[] WIER B2E
BAS 3,000 M
EEER ZE - E1E) OFfFFE
HETIE. §$§p5$ TR D ERER INAEDOBEHBENVE
SEHDHIE - = e
HAZEE S HRENEHRED S5 50N
CEFR - BZ&F‘GJEIZI: SRENDE
KEFFPTRA T, MIFLTNE Bl - ASCE - 5
ERET. REOERHEE ERXE 058
STHELTWA I LHRE o N .
= D EI:I 5
(202743A310 % THBIHE) w08
ERER el - A - EE
¥%%, T3, AFIVU—3-40FR s \
BHETEEENZRVTHASRE HERERDBE
BIRET BBAICIE. SEEN 1 CEFR - B2 O HIAERRE
5 SR 2 B U E (32 JLPT « N2B k. %3 BJT + 400550 k%)
ERENEECERENEF0F  EETE 105 (£ LR)
BRRUKEFTOFHE O -
5lE L - e 304 (YEELR)
KAEFFA] ‘BMETEDHONS
BL<IE BEIRTA—I—RD5. ABFOR—LRA—U% B RS P —
%1 CEFR: Common European Framework of Reference for Languages (EI m| //\EE HESER)

%2 JLPT: Japanese-Language Proficiency Test (H A :B8E/15158)
%3 BJT: Business Japanese Proficiency Test (E Y XBAZEREIT X 1)
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	※1 CEFR: Common European Framework of Reference for Languages (ヨーロッパ言語共通参照枠)
	現場の声
	日本に残りたい―経営・管理ビザ相談の現場から
	ぐるっと世界たんぼう：韓国
	アジア東部の半島に位置する韓国（大韓民国）は、首都ソウルと南部の世界的な海洋物流都市・釜山（プサン）を軸に発展してきました。
	文化的特色
	　半島国家としての歴史が生んだのが、人々の温かい絆「情（ジョン）」と強い共同体意識、そして独自の「興（フン／楽しむ心）」の文化です
	「情」

	人口と言語
	　国内の人口は約5,100万人で、公用語は、朝鮮王朝の第４代国王・世宗（セジョン）が1446年に頒布した独自の文字「한글ハングル」です。長年にわたり漢字を混用したり借用したりしていましたが、現在はほぼすべての日常的な文書やメディアにおいて、ハングルのみを全面的に使用しています。

	代表料理
	　1997年の経済危機の際に、国民が金（ゴールド）の指輪やネックレスなどを持ち寄り、国の外貨確保を支援した「金集め運動」は、「情」の象徴です。市場や食堂で「おまけ（サービス）」をたくさんくれたり、おかず（パンチャン）を惜しみなく追加してくれたりすることが、「情（ジョン）」の代表的な例です。


	비빔밥(ビビンバ)
	「興」
	特徴：色鮮やか、健康的、 　　　混ぜて食べるグルメ
	　K-POPで注目すべきは外国人メンバーと共に世界を舞台に躍進する多国籍グループが、自由に活動することが素晴らしい点です。このように多様な文化を受け入れ、共に新しい価値を創造していく姿勢が最近の韓国の大衆文化の特徴です。
	主な材料：ご飯、もやし、ほうれん草、にんじん、　　　 　　　　　ぜんまい、牛肉、卵、コチュジャン。



	OFIX 事業報告：実務で活かす　やさしい日本語研修
	　６月23日(火)に行政職員向けの「実務で活かす やさしい日本語研修」を実施しました。
	　元・自治体職員で、現在はNPO法人スタッフ/行政書士/大阪府教育庁府立高校多言語支援スーパーバイザー（在留資格）をされている上林 均寿氏よりご講義と演習をしていただきました。
	　「やさしい日本語」は答えが１つではなく、相手に合わせて伝え方を変えるように工夫し、あたりまえを見直してみましょう、というところからスタートしました。
	　グループワークでは、ふだん何気なく使っている言葉「メモして」、「雨天中止」などを、やさしい日本語にして相手に伝える演習をしました。単なる書き換え、言い換え技術ではなく、誰に、何を、どのような場面で伝えたいのか、どうしたら相手により伝わるかをイメージしながら、そこにプラスして相手へのやさしさを添えることが大切であると学びました。
	　受講者の方々からは、「単純にわかりやすい単語に変換するだけではないということに気づかされた。」「チームで話し合うことで、自分では思いつかないようなアイデアが出て、勉強になった。」等のお声をいただきました。

	語学ボランティア：537名
	災害時通訳・翻訳ボランティア：212名


